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中 村 先 生 を 悼 む

中  原   イ   ネ

 本学衛生学 教授中村正太郎先生は昭和三十八年四月十三 日心臓衰弱でおな くな りに

な りました 。

 ここ二,三 年来 御健康がす ぐれ られず御案 じ申し上げている間に この計報に接 し御

元 気御回復を願 ってお りました我々一同は深い悲 しみ'こうたれてお ります 。 ここに食

物学会を代表 して哀悼の気持 を捧げます と共 に先生 の御冥福を心 よ りお析 り申し上げ

ます 。

 か え りみます と先生は,大 正九年,九 州帝国大学医学部に入学 され,昭 和二年,同

大学を卒業,ひ きっづき母校の助手,講 師を歴任され ま した。医学研讃 の第一線に御

活躍中の先生はその後京都府の衛生関係の行政,特 に一般社会 の衛生思想の普及向上

にその半生を捧げ られ,昭 和二十二年には衛生部長を最後に,昭 和三十年本校教授 と

して迎 え られま した。

 時 あたか も本学食物科は栄養士課程発足直後の事で,そ の教科内容の充実 と発展に

砿,故 土屋教授 と共に全力をつ くして熱心 に当 られま した。故土屋教授 との名 コンビ

ぶ りは未 だに折にふれて我 々にはなつか しく思いお こされ て参 ります。

 しか し昭和三十五年末突然土屋教授が御他界 されてか ら先生に:ま御健 棄のす ぐれ な

いのに加 えてそのお力落 しがめだ って感ぜ られ ましたが,学 生の指導にあた られ る御

努 力は最後までかわ らず,我 々は今更の ように先生 の御人格を しのばずにはおれませ

ん 。

 食物学教室は多年の労が ようや く労い られ,来 春には新 しい家政館の建 築 も完成 し

一層の発展を期待 している時に,先 生を失いま した事は,我 々に とって も学生に とっ

て も,非 常に残念でな りませんが,生 前の御教訓や御意 見を胸に,先 生の今 までお尽

し下 さい ました御努力に報います事が唯一 の霊をおな ぐさめする事 と0層 の精進を励

みたい と考 えてお ります。


